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小浜市 

高浜町 
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若狭町 

 

平成２９年１２月 

変更 平成３０年１１月 

 
 

１．地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 

(１)対象地域 

構成市町名 ： 小浜市・高浜町・おおい町・若狭町 

面   積 ： 696.17ｋｍ2（平成 28年全国都道府県市区町村面積調） 

人   口 ： 63,950人（平成 29年 10月末現在） 

 

【内訳】 

 
 

 

(２)計画期間 

本計画は平成 30 年 4 月 1 日から平成 35 年 3 月 31 日までの 5 年間を計画期間と

する。なお、目標の達成状況や社会情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を

見直すものとする。 

 

 

(３)基本的な方向 

若狭地域（以下「本地域」という。）は、小浜市、高浜町、おおい町及び若狭町

の地域で、福井県の西部に位置している。 

本地域のごみ処理の現状は表１に示すとおりに行っており、３Ｒ施策を進めてい

る。その中では、ごみ焼却施設の老朽化が顕著であるため、広域ごみ焼却施設整備

計画を推進した。 

以上より、今後は、平成 29年 6月に設立した一部事務組合（構成市町：小浜市、

市町名 面積（km2） 人口（人） （人口の出典）

小浜市 233.09 29,799 平成29年10月末現在

高浜町 72.40 10,571 平成29年10月末現在

おおい町 212.19 8,310 平成29年10月末現在

若狭町 178.49 15,270 平成29年10月末現在

合計 696.17 63,950
※面積：平成28年全国都道府県市区町村面積調（平成28年10月1日時点、平成29年2月公表）

※人口：住民基本台帳に基づく
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高浜町、おおい町及び若狭町）で可燃ごみ等を処理しながら、ごみ減量・分別・再

資源化に向けた取り組みや環境への負荷が低減された持続可能な社会を目指した

取り組みを進めていく。 

 

 

 
表１ 本地域のごみ処理状況一覧 

 
 

 

 

(４)広域化の検討状況 

これまで、嶺南５市町（小浜市、美浜町、高浜町、おおい町、若狭町）において

は、一般廃棄物処理や火葬場に関する行政サービスのあり方について検討を行って

きた。 

その中では、ごみ焼却施設の老朽化が進み、それぞれの自治体は大規模改修を実

施するなど延命化に努めているものの、延命対策にも限界があり、多額の改修費用

を要していることなどを理由として、広域ごみ焼却施設整備計画を推進することと

したものである。なお、リサイクル施設及び最終処分場については、まだ、長期活

用を行うことが可能であることから、当面は共同利用するなど、それ以後の検討課

題としている。 

なお、ごみ焼却施設の広域化については、当初は敦賀市を除く嶺南５市町の枠組

みの中で計画していたが、検討の結果、敦賀市・美浜町の２市町および若狭町以西

の４市町の新たな枠組みで推進することとなった。この２ヵ所の大規模施設によっ

て、災害時の相互援助体制も可能にすることができると考えられる。 

 

 

  

市町村名 ごみ種類 処理施設等 処理方法

小浜市 可燃ごみ 小浜市クリーンセンター 焼却（→埋立）

資源ごみ 小浜市リサイクルプラザ 選別圧縮等（→資源化）

不燃・粗大ごみ 小浜市リサイクルプラザ 破砕選別（→焼却・資源化・埋立）

高浜町 可燃ごみ 高浜町清掃センター 焼却（→埋立）

資源ごみ 高浜町リサイクルセンター 選別圧縮等（→資源化）

不燃・粗大ごみ 高浜町リサイクルセンター 破砕選別（→焼却・資源化・埋立）

おおい町 可燃ごみ 大飯清掃センター 焼却（→埋立）

資源ごみ 大飯リサイクルセンター 選別圧縮等（→資源化）

不燃・粗大ごみ えこあいらんど 埋立

若狭町 可燃ごみ エコクル美方（ガス化溶融施設）

小浜市クリーンセンター

資源ごみ エコクル美方（リサイクルプラザ）

クリーンセンターかみなか

不燃・粗大ごみ エコクル美方（リサイクルプラザ）

クリーンセンターかみなか

選別圧縮等（→資源化）

破砕選別（→焼却・資源化・埋立）

焼却（→埋立）
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２．循環型社会形成推進のための現状と目標 

(１)一般廃棄物等の処理の現状 

平成 27年度の一般廃棄物の排出・処理状況は図１に示すとおりである。 

総排出量は 25,149 トンであり、再生利用される「総資源化量」は 4,762 トン、

リサイクル率（＝総資源化量／(計画処理量＋集団回収量)）は 18.9％である。 

中間処理による減量化量は 17,578トンであり、排出量の約 72％が減量化されて

いる。また、排出量の 11.5％にあたる 2,809トンを埋立処分している。 

なお、中間処理量のうち焼却量は 19,603 トンである。本地域内の小浜市クリー

ンセンター及びエコクル美方（ガス化溶融施設）では、給湯等の場内利用を行って

いる。 

 

 

 

 

図１ 一般廃棄物（ごみ）の排出・処理状況フロー（平成 27年度） 
※ 市町別の排出・処理状況のフロー（平成 27 年度）は、添付資料４に示す。 

 

 

 

  

最終処分量

集団回収量 総資源化量

804 t 4,762 t

※9

※11

1,691 t

(6.9%)

排　出　量 計画処理量

直接資源化量 処理後再生利用量

2,267 t

(9.3%)

※2

※8

減量化量

処理残渣量

4,366 t

(17.9%)

※6※3

※7

中間処理量

17,578 t

(11.5%)

2,809 t

(2.9%)

21,944 t

(90.2%)

710 t

直接最終処分量

(8.6%)

(72.2%)

2,099 t

処理後最終処分量

0 t

24,345 t 24,345 t

(100.0%)

自家処理量

※4
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(２)一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、

表２のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

対象地域については添付資料１、構成市町別には添付資料５、現状と将来のトレン

ドグラフについては添付資料８参照。 

 
表２ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

  
※1 割合については、排出量が現状(平成 27 年度)に対する割合、総資源化量が総排出量（排出量＋集団回収量）に

対する割合、その他が排出量に対する割合とする。 

※2 (1 事業所当たりの排出量)＝｛(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)｝÷(事業所数) 

   ・事業所数は過去の実績に基づく推計より算出した。 

※3 (1 人当たりの排出量)＝｛(生活系ごみの総排出量)－(生活系ごみの資源ごみ量)｝÷(人口) 

 

《用語の定義》 

排 出 量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く）[単位:トン] 

再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和[単位:トン] 

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量[単位:MWh] 

最終処分量：埋立処分された量[単位:トン] 

 

 

図２ 目標達成時の一般廃棄物（ごみ）の排出・処理状況フロー（平成 35年度） 
※ 市町別の排出・処理状況のフロー（平成 35 年度）は、添付資料６に示す。 

  

排出量 事業系 総排出量 6,768 t 6,389 t ( -5.6%)

1事業所当たりの排出量
※2 1.61 t/事業所 1.50 t/事業所 ( -6.8%)

生活系 総排出量 17,577 t 15,924 t ( -9.4%)

1人当たりの排出量※3 216 kg/人･年 206 kg/人･年 ( -4.6%)

合　計 事業系＋生活系 24,345 t 22,313 t ( -8.3%)

再生利用量 直接資源化量 1,691 t (6.9%) 1,806 t (8.1%)

総資源化量 4,762 t (18.9%) 4,882 t (21.2%)

エネルギー

回収量

エネルギー回収量

（年間の発電電力量）
－ －

最終処分量 埋立最終処分量 2,809 t (11.5%) 2,240 t (10.0%)

指　　　標
現　状(割合※1) 目　標(割合※1)

(平成27年度) (平成35年度)

最終処分量

集団回収量 総資源化量

735 t 4,882 t

※9

※11

1,806 t

(8.1%)

排　出　量 計画処理量

直接資源化量 処理後再生利用量

2,341 t

(10.5%)

※2

※8

減量化量

処理残渣量

4,259 t

(19.1%)

※6※3

※7

中間処理量

15,926 t

(10.0%)

2,240 t

(1.4%)

20,185 t

(90.5%)

322 t

直接最終処分量

(8.6%)

(71.4%)

1,918 t

処理後最終処分量

0 t

22,313 t 22,313 t

(100.0%)

自家処理量

※4
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３．施策の内容 

(１)発生抑制、再使用の推進 

ア．有料化（施策番号１１） 

本地域における有料化に関しては、表３に示すとおりである。 

 

 

表３ 本地域における有料化の施策一覧 

自治体名 施  策 

小浜市 

・ごみの有料化などごみ発生抑制のための制度の導入について検討する。 

・刈り草や剪定枝、畳等のリサイクルルートの模索およびリサイクル料金の持ち込

み料金への反映等の検討 

高浜町 ・必要に応じて見直しを検討する。 

おおい町 ・必要に応じて見直しを検討する。 

若狭町 ・必要に応じて見直しを検討する。 

 

 

イ．環境教育、普及啓発、助成（施策番号１２） 

本地域における環境教育、普及啓発、助成に関しては、表４に示すとおりである。 

 

表４ 本地域における環境教育、普及啓発、助成の施策一覧（１） 

自治体名 施  策 

小浜市 

・生ごみの堆肥化を個々に取り組めるように情報やイベントにあわせＥＭ菌などを提供

する。 

・「おいしいふくい食べきり運動」の推進 

・生ごみの水切り運動の推進 

・ごみの減量化方法やごみの発生が少ない商品など、３Ｒに関する情報を提供する。 

・出前講座による分別指導を行う。 

・「ごみの分け方ルールブック」を改訂し、さらなる分別の強化に努める。 

・ＰＴＡ等がおこなう資源回収（新聞・雑誌・ダンボール・衣類等）に補助金を交付す

る。 

・事業系一般廃棄物のリサイクルルート確立などごみ発生抑制のための関連情報を提供

する。 

・事業系ごみの分別を徹底するよう現場指導していく。 

・排出量の多い事業所に対し、ごみ減量化・リサイクル化の目標値を設定し、処分方法

の個別指導や協力依頼をおこなう。 

・グリーン購入法に基づき、市が率先して環境物品等（環境負荷低減に資する製品・サ

ービス）の調達を推進するとともに、環境物品等に関する適切な情報提供を促進する。 

・コピー機による裏面利用やミスコピーの防止を図り、ごみの減量化に努める。 

・使用済みの用紙類、事務用品や生ごみなどはリサイクルの品目に応じて適正に処理す

る。 
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表４ 本地域における環境教育、普及啓発、助成の施策一覧（２） 

自治体名 施  策 

高浜町 

・生ごみの水切り、食べ残しを減らすために「おいしいふくい食べきり運動」を推進する。 

・効果的なごみ処理、分別収集方法を検討する。 

・ごみ減量やごみ収集方法の記事を広報誌へ掲載する。 

・小学校、中学校、高校との連携を図りごみの減量についての学習会を行う。 

・転入してくる外国人に対して分別指導を行う。 

・観光客に対して、海岸付近に設置してあるごみ箱を分別式にして、少しでも分別しても

らえるようにする。 

・役場内から分別、収集の徹底を行う。 

・産業廃棄物の受け入れを０ｔにする。 

・事業者に対して、資源化や減量化するように指導する。 

・排出量の多い事業者に対して個別指導を行う。 

おおい町 

・生ごみの水切り、食べ残し削減のため、「おいしいふくい食べきり運動」を推進する。 

・各区長等に協力をいただきながら、収集条件の厳格化を行い、分別意識の再徹底を行う。 

・「ゴミの分別区分と出し方・ワンポイント（50 音順）」を改訂し、分別・資源化意識の

再徹底を図る。 

・持込ごみについて、搬入時に立会による持込みごみ内容調査を行い、資源ごみ等の搬入

を防止する。 

・PTA 等の資源回収団体、事業所に対し補助金を交付する。 

・事業系ごみの分別を徹底するよう指導するとともに、リサイクルルートの模索等発生抑

制のための情報を提供する。 

・多量排出事業所に対し、個別訪問による分別の指導や協力依頼を行う。 

・持込ごみについて、搬入時に立会による持込みごみ内容調査を行い、資源ごみ等の搬入

を防止する。 

・職員自らがごみの分別を徹底する。 

若狭町 

・生ごみの堆肥化等の情報提供。 

・広報紙や行政チャンネル等の活用。 

・３Ｒに関する情報や町のごみ処理の現状（ごみ排出量やごみ処理経費、ごみ減量の取り

組み等）の周知。 

・ごみ収集カレンダー及びごみ分別収集の手引き等の配布。 

・窓口における転入者へのごみ分別収集方法の周知。 

・小中学校におけるごみや環境に関する授業や生涯学習活動への支援（資料提供や説明会

等）。 

・小中学校や社会教育団体等によるごみ処理関連施設の見学や説明等、環境学習の支援 

・環境フェア（仮称）等のイベントの検討。 

・リサイクル推進に取り組む団体やボランティア等のごみ減量化等の活動に対する支援。 

・ごみ処理状況の調査。 

・ごみの削減方法の具体的な指導。 

・ミスコピーの防止。 

・用紙の裏紙利用の推進。 

・再生紙利用の徹底。 
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ウ．マイバッグ運動・レジ袋対策（施策番号１３） 

買い物袋の持参を徹底するように啓発及び指導を行い、ごみの発生量を抑制す

るとともに、ごみの減量化の意識向上を図るものとする。 

 

 

エ．リサイクルの推進（施策番号１４） 

本地域におけるリサイクルの推進に関しては、表５に示すとおりである。 

 

表５ 本地域におけるリサイクルの推進の施策一覧 

自治体名 施  策 

小浜市 

・市の拠点回収として、年数回、衣類や廃小型家電の無料回収をおこなう。 

・市庁舎内に廃小型家電の回収ボックスを設置する。 

・「その他紙」の拠点回収の検討（公共施設やスーパーでの常設回収） 

・事業系紙ごみの扱いの検討（県との協議） 

・市関連施設から発生する機密文書を溶融処理し、紙資源のリサイクルに努める。 

高浜町 

・子供会や PTA などの各種団体に対して資源ごみ回収の推進を図る。 

・資源ごみの店頭回収などをお願いする。 

・リサイクル BOX などを設置する。 

おおい町 

・リサイクル推進のため「資源用ごみ袋」の無料配付（定量）を行う。 

・町内公共施設に資源ごみ回収ボックスを設置し、資源ごみを持込みやすい環境を構築

する。 

・コピー用紙の裏面利用や集約コピーにより、紙ごみの減量化を行う。 

若狭町 

・環境保全関連団体と連携した刈り草等を活用した堆肥化等の研究。 

・刈り草等のリサイクルルートの模索。 

・雑がみ収集の徹底。 
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(２)処理体制 

ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後（施策番号２１） 

構成市町における現状・将来の分別区分及び処理方法は、添付資料７に示すとお

りである。 

本地域内のごみ処理施設の老朽化に伴い適正な処理が困難になる恐れが生じる

ため、広域処理施設として新たなエネルギー回収型廃棄物処理施設の整備を進めて

いく。 

 

イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後（施策番号２２） 

今後とも生活系ごみの分別区分に準じ、処理・処分を行う。なお、事業系ごみを

減量するため、今後も引き続き分別指導を行うものとする。 

 

ウ．一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後（施策番号２３） 

現状では一部、産業廃棄物の処理を行っているが、今後は行わないものとする。 

 

エ．今後の処理体制の要点 
 

◆広域処理施設として、新たなエネルギー回収型廃棄物処理施設の整備を進

めていく。 

◆事業系ごみを減量するため、分別指導を継続して実施していく。 

◆産業廃棄物の処理について、今後は行わないものとする。 

 

 

(３)処理施設等の整備 

ア．廃棄物処理施設 

上記（２）の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表６のとおり必要な施設

整備を行う。 

 

表６ 整備する処理施設 

事業番号 施設整備種類 事業名 処理能力 設置予定地 事業期間 

1 

エネルギー回収

型廃棄物処理施

設 

（仮称）エネルギ

ー回収型廃棄物

処理施設整備事

業 

約 70t/日 高浜町水明 1 H31～H34 

 
（整備理由） 

・ 事業番号 1 既存施設の老朽化、可燃ごみ処理の広域化 
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(４)施設整備に関する計画支援事業 

ア．廃棄物処理施設 

（３）アの施設整備に先立ち、表７のとおり計画支援事業を行う。 

 

 

表７ 実施する計画支援事業 

事業番号 事業名 事業内容 事業期間 

３１ 
（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理

施設整備事業に伴う調査設計業務 
生活環境影響調査 H30～H31 

３２ 
（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理

施設整備事業に伴う調査設計業務 
測量・地質調査 H30 

３３ 
（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理

施設整備事業に伴う調査設計業務 
既存施設解体設計 H30 

３４ 
（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理

施設整備事業に伴う調査設計業務 
発注支援業務 H30～H31 
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(５)その他の施策 

その他、地域の循環型社会の形成及び廃棄物の適正処理を推進するため、次の施策

を実施していく。 

 

ア．再生利用品の需要拡大事業（施策番号４１） 

容器包装廃棄物等の資源化ルートを確保し、再商品化製品等の需要が拡大するよ

うに、分別収集されるものの品質向上や事業者におけるリサイクル製品の開発、製

造、販売等の促進について周知を図る。 

 

イ．廃家電等のリサイクルの普及・啓発（施策番号４２） 

廃家電等（家電リサイクル法対象品目、パソコン）のリサイクルについては、家

電リサイクル法に基づく適切な回収、再商品化がなされるよう、引き続き関連団体

や小売店などと協力し、普及啓発を行う。 

 

ウ．不法投棄対策（施策番号４３） 

不法投棄増加による環境への悪影響は全国的な社会的問題であり、不法投棄場所

のみではなく、その周辺地域の環境破壊が懸念される。 

そのため、その対策として住民と行政が一体となった体制で監視し、地域住民か

らの通報の呼びかけを強化することで不法投棄の早期発見、未然防止を図っていく

ものとする。また、定期的パトロールと回収作業を継続的に実施する。 

 

エ．災害時の廃棄物処理に関する事項（施策番号４４） 

災害時には、一度に多量の廃棄物が発生するため、周辺市町村や県及び国等との

連携による処理体制の確保を図っていくものとし、他の地域において災害が発生し

たときには、速やかに支援が行えるような体制を構築していくものとする。また、

一時保管場所の設定についても各市町は個別に協議を行っていく。 

 

オ．海ごみ対策（施策番号４５） 

湾岸に捨てられるごみに対しては、関係機関、関係課、関係団体と協議、調整、

協力しながら、海洋投棄防止の取組（持ち帰りの指導・普及啓発、適正な清掃など）

を行っていく。 

 

 

４．計画のフォローアップと事後評価 

(１)計画のフォローアップ 

本地域では、計画の進捗状況を毎年把握し、その結果を公表するとともに、必要に

応じて、若狭広域行政事務組合、小浜市、高浜町、おおい町、若狭町、福井県及び国

との意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。 

 

(２)事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速

やかに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるも

のとする。なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計

画を見直すものとする。 

 



様式１

１　　地域の概要

　(1)地域名 人 km2

平成29年６月設立

※　交付要綱で定める交付対象となる要件のうち、該当する項目全てに○を付ける。

２　　減量化、再生利用の現状と目標

(H27比 -5.6%)

(H27比 -9.4%)

(H27比 -8.3%)

(7.4%) (6.9%) (6.8%) (6.9%) (8.1%)

(19.2%) (18.4%) (18.3%) (18.9%) (21.2%)

(72.8%) (73.2%) (73.2%) (72.2%) (71.4%)

(11.1%) (11.2%) (11.2%) (11.5%) (10.0%)

※別添資料として「現状と将来のトレンドグラフ（添付資料８」を添付した。

再 生 利 用 量

エ ネ ル ギ ー 回 収 量

（集計中）

22,313

1,806

4,762

219 216

目  標

6,389

平成35年度
(見込み)

2,869

15,926

2,240（集計中）

－

4,882

（集計中）

2,809

17,578

－

1,752

4,847

24,345

18,797

－

1,691

1.61

排 出 量 （集計中）

事 業 系

17,921

217

17,970

25,694

17,577

 総資源化量（トン） 5,231

8,616

1.99

8,538

17,724生 活 系

　１事業所当たりの排出量（ﾄﾝ/事業所）

26,537

　総排出量（トン）

1.93

　①組合を構成する市町村：小浜市、高浜町、おおい町、若狭町 　②設立（予定）年月日：

　総排出量（トン）

　１人当たりの排出量（kg/人） 211

　事業系家庭系排出量合計（トン）

 直接資源化量（トン）

　③設立されていない場合、今後の見通し：－

15,924

平成27年度
(実績)

平成28年度
(実績)

過去の状況・現状

平成26年度
(実績)

　
年
指標・単位

平成24年度
(実績)

平成25年度
(実績)

7,724

1.81

6,768

循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表１　（平成３０年度）

　(4)構成市町村等名

　(6)構成市町村に一部事務組合等が含まれる場合、当該組合の状況

696.17　(3)地域面積　(2)地域内人口若狭地域

小浜市、高浜町、おおい町、若狭町、若狭広域行政事務組合 　人口　　面積　　沖縄　　離島　　奄美　　豪雪　　山村　　半島　　過疎　　その他　(5)地域の要件※

63,950

 エネルギー回収量（年間の発電電力量　MWh） －

1,824

合 計 26,262

1,945

19,432

－

5,033

 埋立最終処分量（トン） 2,959

減 量 化 量

最 終 処 分 量 2,905

19,122 減量化量（中間処理前後の差　トン）



３　現有施設の状況と更新、廃止、新設の予定

※ 別添資料として対象地域と施設の状況（現状、予定）を地図上に示したものを添付した（添付資料１）。

処理能力
（単位）

補助の
有無

型式及び処理方式
備　考

更新、廃止、新設の内容

老朽化・集約H34有焼却施設

形式及び
処理方式

更新、廃止、
新設理由

更新、廃止
予定年月

（未定）H31焼却施設 ストーカ方式（准連続） H1.7高浜町 有 30t/日

焼却施設

老朽化・集約

H34 老朽化・集約

継続利用

継続利用

継続利用

継続利用

継続利用

継続利用

H34 約70t/日

H34末に廃止予定

継続利用

継続利用

継続利用

処理能力
（単位）

施設竣工
予定年月

流動床方式（准連続） 56t/日

施　設　種　別 実施主体

小浜市

現有施設の内容

H12.4

開始
年月

37,000m3 H20.4

有 128,000m3 H11.4

H17.3

最終処分場 若狭町 サンドイッチ・セル方式

最終処分場 小浜市

最終処分場 高浜町

有

有

有

最終処分場 おおい町

被覆型

サンドイッチ・セル方式

海面埋立

最終処分場 美浜・三方環境衛生組合 被覆型

37,430m3 H9.10

有 11,800m3

56,240m3 H10.4

焼却施設

おおい町 機械化バッチ式 有 14t/日 H6.4

22t/日 H14.12美浜・三方環境衛生組合 ガス化溶融化（全連続） 有

リサイクルセンター おおい町 選別・圧縮・梱包 有 0.9t/日

H15.4

リサイクルセンター 高浜町 選別・圧縮・梱包 有 4.23t/日 H17.4

リサイクルプラザ 美浜・三方環境衛生組合 選別・圧縮・梱包 有 8.5t/日

H16.4

有 24t/5h H20.4リサイクルプラザ 小浜市 選別・圧縮・梱包



様式２

単位 開始 終了
平成
30年度

平成
31年度

平成
32年度

平成
33年度

平成
34年度

平成
30年度

平成
31年度

平成
32年度

平成
33年度

平成
34年度

10,279,200 0 120,000 1,178,000 5,987,200 2,994,000 8,367,000 0 96,000 1,086,000 4,790,000 2,395,000

1
若狭
組合

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

約70 t/日 H31 H34 10,279,200 0 120,000 1,178,000 5,987,200 2,994,000 8,367,000 0 96,000 1,086,000 4,790,000 2,395,000
解体工事費
含む

134,200 80,200 54,000 0 0 0 134,200 80,200 54,000 0 0 0

31
若狭
組合

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H30 H31 75,600 43,200 32,400 75,600 43,200 32,400

32
若狭
組合

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H30 H30 16,200 16,200 16,200 16,200

33
若狭
組合

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H30 H30 10,000 10,000 10,000 10,000

34
若狭
組合

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H30 H31 32,400 10,800 21,600 32,400 10,800 21,600

10,413,400 80,200 174,000 1,178,000 5,987,200 2,994,000 8,501,200 80,200 150,000 1,086,000 4,790,000 2,395,000

測量・地質調査
（事業番号１）

合　　　　計

生活環境影響調査
（事業番号１）

○その他（施設整備に
　関する計画支援業務）

既存施設解体設計
（事業番号１）

発注支援業務
（事業番号１）

循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表２　（平成３０年度）

規模事業
主体
名称

事業
主体
構成
市町
村名

総事業費（千円） 交付対象事業費（千円）

備考

事業期
間

交付期

事
業
番
号

事業種別

事業名称

○熱回収等に関する事業

エネルギー回収型廃棄物処理施設



その他

処理施設の
整備に関す
るもの

発注支援

１の計画支援

H31

H31

H30

○

○

H30若狭組合

H30 ○

31 生活環境影響調査

若狭組合

施設整備に
係る計画支
援に関する
もの

1
エネルギー回収
型廃棄物処理施
設の整備

新エネルギー回収型廃棄物処理施
設の建設工事

若狭組合 H31 H34 ○

普及啓発

普及啓発

継続

体制の構築

現地調査・予測・評価

調査

設計

解体工事含
む

　建設工事

若狭組合

処理体制の
構築、変更
に関するも
の

○H30

21

発生抑制、
再使用の推
進に関する
もの

13

H30 H34 ×12
環境教育、普及
啓発、助成

ごみの減量やリサイクルを推進す
るため、普及啓発や助成などを今
後も継続して行う。

マ イ バ ッ グ運
動・レジ袋対策

ごみの発生量を抑制するため、マ
イバック運動などを推進していく
ものとする。

リサイクルの推
進

リサイクルの推進のため、紙ごみ
の回収などを行う

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

11 有料化

H30 H34 ×14

H30 H34

様式３

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧（今後行う施策）

施策種別

事
業
番
号

施策の名称 施策の内容

実
施
主
体

30年度 31年度

平成

32年度

平成

33年度

備　考
平成 平成 平成

34年度

事　業　計　画
事業
期間 交付金

必要の
要否開

始
終
了

実施していない自治体では導入に
向けた検討を行い、実施している
自治体では継続していく。

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H30 H34 ×

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H30 H34 ×

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

導入の検討及び継続

継続

推進

推進

適正処理の徹底

生活系ごみの処
理体制

今後新たな施設の整備を推進す
る。

22
事業系ごみの処
理体制

生活系ごみの分別区分に準じ、収
集、処理を行う。

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H30 H34 ×

× 新施設整備事業の実施

継続

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H34

32

33

34

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

×H30 H3423

一般廃棄物処理
施設で併せて処
理する産業廃棄
物

産業廃棄物については、今後は処
理を行わないものとする。

H30

H30

H30

×

若狭組合

測量・地質調査

発注支援業務

41

既存施設解体設計

再生利用品の需
要拡大事業

リサイクル製品の開発、製造、販
売等の促進について周知を図る。

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

43

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

住民と行政が一体となった体制で
監視し、不法投棄の早期発見、未
然防止を図っていく。

不法投棄対策 ×H34H30

取組の実施

44
災害時の廃棄物
処理

周辺市町村や県及び国等との連携
による処理体制の確保を図り、速
やかに支援が行えるような体制を
構築していく。

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H30 ×H34

42

45 海ごみ対策
各団体等と協力しながら、海洋投
棄防止の取組を行っていく。

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町

H30 H34 ×

H30 H34 ×
廃家電等のリサ
イクルの普及・
啓発

廃家電等のリサイクルを引き続き
普及・啓発を行う。

小浜市
高浜町
おおい町
若狭町



 

【参考資料様式２】 

施設概要（エネルギー回収施設系） 

 

都道府県名   福井県   

 

(1)事業主体名 若狭広域行政事務組合 

(2)施設名称 （仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設 

(3)工期 平成 31 年度～平成 34 年度 

(4)施設規模 処理能力 約７０ｔ／日（３５ｔ/日×２炉） 

(5)形式及び処理方式 （未定） 

(6)余熱利用の計画 
 

１．発電の有無     有（発電効率  15.5％以上 ） ・ 無 
２．熱回収の有無    有（熱回収率 10％以上 ） ・ 無 

(7)地域計画内の役割 可燃ごみ処理の広域化 

(8)廃焼却施設解体 
工事の有無 

有 

 

「ごみ燃料化施設」を整備する場合 

(9)燃料の利用計画  

 

「メタンガス化施設」を整備する場合 

(10)バイオガス 
熱利用率 

        ｋWh／ごみｔ 

(11)バイオガスの利用計画  

 

(12)事業計画額 １０,２７９,２００千円（解体工事含む） 

 

  



 

 

【参考資料様式７】 

計 画 支 援 概 要 

 

都道府県名   福井県   

 

(1) 事業主体名  若狭広域行政事務組合  

(2) 事業目的  新エネルギー回収型廃棄物処理施設（事業番号２）整備のため  

      

(3) 事業名称 生活環境影響調査 測量・地質調査 既存施設解体設計 発注支援業務  

      

(4) 事業期間 平成30年度 

 ～平成31年度 

平成30年度 平成30年度 平成30年度 

 ～平成31年度 

 

      

(5) 事業概要 現地調査・予測・評

価 

建設予定地の測量と

地質調査 

建設予定地である既

存施設の解体設計 

建設工事の発注に向

けた技術支援を実施 

 

 

      

(6) 事業計画額  75,600千円  16,200千円 10,000千円  32,400千円  
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●添付資料１ 
 

 【対象地域図】 

 

 
 

 

 

  

福井県

小浜市

高浜町

おおい町

若狭町
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 【施設の状況（現状、予定）】 

 

 

 

 
 

 

※高浜町水明地係（現 高浜町清掃センター跡地）を建設候補地としている。 

 

 

 

高浜町

おおい町

高浜町清掃センター・
高浜町リサイクルセンター

（ごみ焼却施設、粗大ごみ処理施設、
リサイクル施設）
【高浜町】

高浜町不燃物処分地
（最終処分場）
【高浜町】

小浜市クリーンセンター
（ごみ焼却施設、粗大ごみ処理施設）

【小浜市、若狭町】

小浜市リサイクルプラザ
（リサイクル施設、最終処分場）

【小浜市】

大飯清掃センター・
大飯リサイクルセンター

（ごみ焼却施設、リサイクル施設）
【おおい町】

エコクル美方（ガス化溶融施設、
リサイクルプラザ、堆肥化施設）

【若狭町】

クリーンセンターかみなか
（最終処分場）
【若狭町】

えこあいらんど
（最終処分場）
【おおい町】

小浜市

若狭町

(仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設 建設候補地 
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●添付資料２ ごみの分別区分 
 

 

 

 

 

項目 小浜市 高浜町 おおい町 

若狭町 

上中 

地域 

三方 

地域 

可燃ごみ※1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

不燃ごみ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

資源ごみ アルミ缶 ◯ 
◯ ◯ 

◯ 
◯  スチール缶 ◯ ◯ 

 金属 ◯ － ◯ ◯ ◯ 
 びん類 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 
 ペットボトル ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 
 プラスチック製容器包装 ◯ ◯ ◯ － － 
 白色トレイ等 ◯※2 － ◯※2 ◯ ◯ 
 紙製容器包装 ◯ ◯ ◯ ◯※4 ◯※4 

 古紙（新聞、雑誌、段

ボール） 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

 古布 － － － ◯ ◯ 

 紙パック ◯※3 － ◯ ◯ ◯ 

 廃食用油 － ◯ － － － 

 生ごみ － － － － ◯ 

粗大ごみ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

有害ごみ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

※1 プラスチックは種類によって可燃ごみに含めるかどうか細かい違いがある。 

※2 プラスチック製容器包装に含まれる。 

※3 紙製容器包装に含まれている。 

※4 古紙に含まれる。 

 

注）「○」：区分あり、「－」：区分なし 
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●添付資料３ 現有施設の概要 
 

 

①焼却施設 

 

運営主体名 施設名 
規模 

（t/日） 
処理方式 運転開始年月 

小浜市 クリーンセンター 
56 

（2炉） 

准連続 

流動床炉 
平成 12年 4月 

美浜・三方 

環境衛生組合 

エコクル美方 

(ガス化溶融施設) 

22 

（1炉） 

全連続 

ガス化溶融炉 
平成 14年 12月 

高浜町 清掃センター 
30 

（2炉） 

准連続 

ストーカ炉 
平成元年 7月 

おおい町 大飯清掃センター 
14 

（2炉） 
機械化バッチ炉 平成 6年 4月 

 

 

 

②資源化施設 

 

運営主体名 施設名 
規模 

（t/日） 
運転開始年月 

小浜市 リサイクルプラザ 24 平成 20年 4月 

美浜・三方 

環境衛生組合 

エコクル美方 

(リサイクルプラザ) 
8.5 平成 15年 4月 

高浜町 リサイクルセンター 4.23 平成 17年 4月 

おおい町 大飯リサイクルセンター 0.9 平成 16年 4月 

 

 

 

 

 

  



添付資料 3-2 

 

 

③最終処分場 

 

運営主体名 施設名 
計画容量 

（㎥） 
運転開始年月 埋立対象物 

小浜市 
リサイクル 

プラザ 
37,000 平成 20年 4月 

焼却残渣（主灰）,

焼却残渣（飛灰）,

破砕ごみ・処理残渣 

美浜・三方 

環境衛生組合 

一般廃棄物 

最終処分場 
11,800 平成 17年 3月 

溶融飛灰,破砕ご

み・処理残渣 

高浜町 不燃物処分地 128,000 平成 11年 4月 

焼却残渣（主灰）,

焼却残渣（飛灰）, 

不燃ごみ 

おおい町 えこあいらんど 56,240 平成 10年 4月 

焼却残渣（主灰）,

焼却残渣（飛灰）, 

不燃ごみ 

若狭町 

（旧上中町） 

クリーン 

センター 

かみなか 

37,430 平成 9 年 10月 
焼却残渣（主灰）,

不燃ごみ 
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●添付資料４ 

  構成市町別のごみ排出・処理状況のフロー（平成 27年度） 
 

 

①小浜市 

 

 
 

 

 

②高浜町 

 

 
 

 

 

  

集団回収量 総資源化量

643 t 2,300 t

直接資源化量 処理後再生利用量

11,825 t 11,825 t

1,086 t ※8 571 t

(9.2%) 処理残渣量 (4.8%)

排　出　量 計画処理量 中間処理量 (13.1%) 処理後最終処分量

※2 ※3 ※6

減量化量

1,546 t ※11

10,685 t ※9 975 t

(8.2%)

(0.5%) (8.7%)

自家処理量 直接最終処分量 (77.3%) 最終処分量

0 t 54 t 1,029 t

※4 ※7 9,139 t

(100.0%) (90.3%)

集団回収量 総資源化量

24 t 513 t

直接資源化量 処理後再生利用量

4,186 t 4,186 t

0 t ※8 489 t

(0.0%) 処理残渣量 (11.7%)

排　出　量 計画処理量 中間処理量 (23.1%) 処理後最終処分量

※2 ※3 ※6

減量化量

968 t ※11

4,186 t ※9 479 t

(11.4%)

(0.0%) (11.4%)

自家処理量 直接最終処分量 (76.9%) 最終処分量

0 t 0 t 479 t

※4 ※7 3,218 t

(100.0%) (100.0%)
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③おおい町 

 

 
 

 

 

④若狭町 

 

 
 

 

 

 

 

集団回収量 総資源化量

137 t 535 t

直接資源化量 処理後再生利用量

3,465 t 3,465 t

0 t ※8 398 t

(0.0%) 処理残渣量 (11.5%)

排　出　量 計画処理量 中間処理量 (20.5%) 処理後最終処分量

※2 ※3 ※6

減量化量

710 t ※11

3,059 t ※9 312 t

(9.0%)

(11.7%) (20.7%)

自家処理量 直接最終処分量 (67.8%) 最終処分量

0 t 406 t 718 t

※4 ※7 2,349 t

(100.0%) (88.3%)

集団回収量 総資源化量

0 t 1,414 t

直接資源化量 処理後再生利用量

4,869 t 4,869 t

605 t ※8 809 t

(12.4%) 処理残渣量 (16.6%)

排　出　量 計画処理量 中間処理量 (23.5%) 処理後最終処分量

※2 ※3 ※6

減量化量

1,142 t ※11

4,014 t ※9 333 t

(6.8%)

(5.1%) (12.0%)

自家処理量 直接最終処分量 (59.0%) 最終処分量

0 t 250 t 583 t

※4 ※7 2,872 t

(100.0%) (82.5%)
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●添付資料５ 

  構成市町における一般廃棄物等の実績及び目標 
 

 

①小浜市 

 

 
※1 割合については、排出量が現状(平成 27 年度)に対する割合、総資源化量が総排出量（排出量＋集団回収量）に

対する割合、その他が排出量に対する割合とする。 

※2 (1 事業所当たりの排出量)＝｛(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)｝÷(事業所数) 

   ・事業所数は過去の実績に基づく推計より算出した。 

※3 (1 人当たりの排出量)＝｛(生活系ごみの総排出量)－(生活系ごみの資源ごみ量)｝÷(人口) 

 

 

②高浜町 

 

 
※1 割合については、排出量が現状(平成 27 年度)に対する割合、総資源化量が総排出量（排出量＋集団回収量）に

対する割合、その他が排出量に対する割合とする。 

※2 (1 事業所当たりの排出量)＝｛(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)｝÷(事業所数) 

   ・事業所数は過去の実績に基づく推計より算出した。 

※3 (1 人当たりの排出量)＝｛(生活系ごみの総排出量)－(生活系ごみの資源ごみ量)｝÷(人口) 

 

 

  

排出量 事業系 総排出量 3,737 t 3,541 t ( -5.2%)

1事業所当たりの排出量
※2 1.90 t/事業所 1.78 t/事業所 ( -6.3%)

生活系 総排出量 8,088 t 7,505 t ( -7.2%)

1人当たりの排出量※3 215 kg/人･年 205 kg/人･年 ( -4.7%)

合　計 事業系＋生活系 11,825 t 11,046 t ( -6.6%)

再生利用量 直接資源化量 1,086 t (9.2%) 1,184 t (10.7%)

総資源化量 2,300 t (18.4%) 2,406 t (20.7%)

エネルギー

回収量

エネルギー回収量

（年間の発電電力量）
－ －

最終処分量 埋立最終処分量 1,029 t (8.7%) 934 t (8.5%)

指　　　標
現　状(割合※1) 目　標(割合※1)

(平成27年度) (平成35年度)

排出量 事業系 総排出量 675 t 621 t ( -8.0%)

1事業所当たりの排出量
※2 0.98 t/事業所 0.89 t/事業所 ( -9.2%)

生活系 総排出量 3,511 t 3,062 t ( -12.8%)

1人当たりの排出量※3 289 kg/人･年 273 kg/人･年 ( -5.5%)

合　計 事業系＋生活系 4,186 t 3,683 t ( -12.0%)

再生利用量 直接資源化量 0 t (0.0%) 0 t (0.0%)

総資源化量 513 t (12.2%) 511 t (13.8%)

エネルギー

回収量

エネルギー回収量

（年間の発電電力量）
－ －

最終処分量 埋立最終処分量 479 t (11.4%) 346 t (9.4%)

指　　　標
現　状(割合※1) 目　標(割合※1)

(平成27年度) (平成35年度)
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③おおい町 

 

 
※1 割合については、排出量が現状(平成 27 年度)に対する割合、総資源化量が総排出量（排出量＋集団回収量）に

対する割合、その他が排出量に対する割合とする。 

※2 (1 事業所当たりの排出量)＝｛(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)｝÷(事業所数) 

   ・事業所数は過去の実績に基づく推計より算出した。 

※3 (1 人当たりの排出量)＝｛(生活系ごみの総排出量)－(生活系ごみの資源ごみ量)｝÷(人口) 

 

 

④若狭町 

 

 
※1 割合については、排出量が現状(平成 27 年度)に対する割合、総資源化量が総排出量（排出量＋集団回収量）に

対する割合、その他が排出量に対する割合とする。 

※2 (1 事業所当たりの排出量)＝｛(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)｝÷(事業所数) 

   ・事業所数は過去の実績に基づく推計より算出した。 

※3 (1 人当たりの排出量)＝｛(生活系ごみの総排出量)－(生活系ごみの資源ごみ量)｝÷(人口) 

 

 

 

 

排出量 事業系 総排出量 1,762 t 1,679 t ( -4.7%)

1事業所当たりの排出量
※2 3.01 t/事業所 2.82 t/事業所 ( -6.3%)

生活系 総排出量 1,703 t 1,520 t ( -10.7%)

1人当たりの排出量※3 176 kg/人･年 171 kg/人･年 ( -2.8%)

合　計 事業系＋生活系 3,465 t 3,199 t ( -7.7%)

再生利用量 直接資源化量 0 t (0.0%) 0 t (0.0%)

総資源化量 535 t (14.9%) 530 t (16.0%)

エネルギー

回収量

エネルギー回収量

（年間の発電電力量）
－ －

最終処分量 埋立最終処分量 718 t (20.7%) 480 t (15.0%)

目　標(割合※1)

(平成27年度) (平成35年度)
指　　　標

現　状(割合※1)

排出量 事業系 総排出量 594 t 548 t ( -7.7%)

1事業所当たりの排出量
※2 0.62 t/事業所 0.56 t/事業所 ( -9.7%)

生活系 総排出量 4,275 t 3,837 t ( -10.2%)

1人当たりの排出量※3 187 kg/人･年 175 kg/人･年 ( -6.4%)

合　計 事業系＋生活系 4,869 t 4,385 t ( -9.9%)

再生利用量 直接資源化量 605 t (12.4%) 622 t (14.2%)

総資源化量 1,414 t (29.0%) 1,435 t (32.7%)

エネルギー

回収量

エネルギー回収量

（年間の発電電力量）
－ －

最終処分量 埋立最終処分量 583 t (12.0%) 480 t (10.9%)

指　　　標
現　状(割合※1) 目　標(割合※1)

(平成27年度) (平成35年度)
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●添付資料６ 

  構成市町別のごみ排出・処理状況のフロー（平成 35年度） 
 

①小浜市 

 

 
 

 

 

②高浜町 

 

 
 

 

  

集団回収量 総資源化量

601 t 2,406 t

直接資源化量 処理後再生利用量

11,046 t 11,046 t

1,184 t ※8 621 t

(10.7%) 処理残渣量 (5.6%)

排　出　量 計画処理量 中間処理量 (13.9%) 処理後最終処分量

※2 ※3 ※6

減量化量

1,532 t ※11

9,839 t ※9 911 t

(8.2%)

(0.2%) (8.5%)

自家処理量 直接最終処分量 (75.2%) 最終処分量

0 t 23 t 934 t

※4 ※7 8,307 t

(100.0%) (89.1%)

集団回収量 総資源化量

22 t 511 t

直接資源化量 処理後再生利用量

3,683 t 3,683 t

0 t ※8 489 t

(0.0%) 処理残渣量 (13.3%)

排　出　量 計画処理量 中間処理量 (22.7%) 処理後最終処分量

※2 ※3 ※6

減量化量

835 t ※11

3,683 t ※9 346 t

(9.4%)

(0.0%) (9.4%)

自家処理量 直接最終処分量 (77.3%) 最終処分量

0 t 0 t 346 t

※4 ※7 2,848 t

(100.0%) (100.0%)
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③おおい町 

 

 
 

 

 

④若狭町 

 

 
 

 

 

 

 

 

集団回収量 総資源化量

112 t 530 t

直接資源化量 処理後再生利用量

3,199 t 3,199 t

0 t ※8 418 t

(0.0%) 処理残渣量 (13.1%)

排　出　量 計画処理量 中間処理量 (22.2%) 処理後最終処分量

※2 ※3 ※6

減量化量

711 t ※11

3,012 t ※9 293 t

(9.2%)

(5.8%) (15.0%)

自家処理量 直接最終処分量 (71.9%) 最終処分量

0 t 187 t 480 t

※4 ※7 2,301 t

(100.0%) (94.2%)

集団回収量 総資源化量

0 t 1,435 t

直接資源化量 処理後再生利用量

4,385 t 4,385 t

622 t ※8 813 t

(14.2%) 処理残渣量 (18.5%)

排　出　量 計画処理量 中間処理量 (26.9%) 処理後最終処分量

※2 ※3 ※6

減量化量

1,181 t ※11

3,651 t ※9 368 t

(8.4%)

(2.6%) (10.9%)

自家処理量 直接最終処分量 (56.3%) 最終処分量

0 t 112 t 480 t

※4 ※7 2,470 t

(100.0%) (83.2%)
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●添付資料７ 

  構成市町の生活系ごみにおける分別区分と処理方法（現状・将来） 
 

①小浜市 

 

 
 

 

 

②高浜町 

 

 
 

 

  

一次処理 二次処理

可燃ごみ 焼却
小浜市クリーン
センター

6,065 可燃ごみ 焼却 熱回収
新エネルギー
回収型廃棄物
処理施設

残渣（埋立） 5,384

不燃ごみ 不燃ごみ

粗大ごみ 粗大ごみ

有害ごみ 保管 有害ごみ 保管

アルミ缶・スチー
ル缶

アルミ缶・スチー
ル缶

金属 金属

びん類 びん類

ペットボトル ペットボトル

プラ製容器包装 プラ製容器包装

紙製容器包装 紙製容器包装

古紙（新聞） 古紙（新聞）

古紙（雑誌） 古紙（雑誌）

古紙（ダンボー
ル）

古紙（ダンボー
ル）

業者引取

破砕選別

資源化

直接資源化

小浜市リサイク
ルプラザ

業者引取

小浜市リサイク
ルプラザ

業者引取

リサイクル

資
源
ご
み

1,410 1,548

資
源
ご
み

可燃（焼却）、
金属等（資源
化）、不燃物
（埋立）

破砕選別

573613
小浜市リサイク
ルプラザ

直接資源化

選別選別

直接資源化 業者引取

小浜市リサイク
ルプラザ

直接資源化

今　　後（平成３５年度）

処理施設等 処理実績
（トン）

現　　　　状（平成２７年度）

処理方法 処理施設等
処理実績
（トン）

処理方法分別区分 分別区分

一次処理 二次処理

可燃ごみ 焼却 清掃センター 2,806 可燃ごみ 焼却 熱回収
新エネルギー
回収型廃棄物
処理施設

残渣（埋立） 2,409

不燃ごみ 105 不燃ごみ 95

粗大ごみ 49 粗大ごみ 44

有害ごみ 保管 1 有害ごみ 保管 1

アルミ缶・スチー
ル缶

アルミ缶・スチー
ル缶

びん類 びん類

ペットボトル ペットボトル

プラ製容器包装 プラ製容器包装

紙製容器包装 紙製容器包装

古紙 直接資源化 業者引取 古紙 直接資源化 業者引取

廃食用油 保管
リサイクルセン
ター

廃食用油 保管
リサイクルセン
ター

513

資
源
ご
み

550

資
源
ご
み

リサイクル

選別

リサイクルセン
ター

可燃（焼却）、
金属等（資源
化）、不燃物
（埋立）

資源化

選別

リサイクルセン
ター

破砕選別 破砕選別

現　　　　状（平成２７年度） 今　　後（平成３５年度）

分別区分 処理方法 処理施設等
処理実績
（トン）

分別区分 処理方法
処理施設等 処理実績

（トン）
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③おおい町 

 

 
 

 

  

一次処理 二次処理

可燃ごみ 焼却 清掃センター 1,232 可燃ごみ 焼却 熱回収
新エネルギー
回収型廃棄物
処理施設

残渣（埋立） 1,048

不燃・粗大ごみ 埋立 えこあいらんど 90 不燃・粗大ごみ 破砕選別
既存のリサイク
ル施設

可燃（焼却）、
金属等（資源
化）、不燃物
（埋立）

87

有害ごみ 保管 2 有害ごみ 保管 2

アルミ缶・スチー
ル缶

アルミ缶・スチー
ル缶

金属 金属

びん類 びん類

ペットボトル ペットボトル

プラ製容器包装 プラ製容器包装

紙製容器包装 紙製容器包装

古紙 古紙

紙パック 紙パック

383

選別

直接資源化

直接資源化

業者引取 業者引取

リサイクルセン
ター

業者引取

リサイクル資
源
ご
み

直接資源化

379

資
源
ご
み

リサイクル

業者引取直接資源化

選別
リサイクルセン
ター

現　　　　状（平成２７年度） 今　　後（平成３５年度）

分別区分 処理方法 処理施設等
処理実績
（トン）

分別区分 処理方法
処理施設等 処理実績

（トン）
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④若狭町 

 

 
 

 

一次処理 二次処理

可燃ごみ 焼却

エコクル美方
(ガス化溶融施
設)、小浜市ク
リーンセンター

2,596 焼却 熱回収
新エネルギー
回収型廃棄物
処理施設

残渣（埋立） 2,212

破砕選別
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

埋立
クリーンセン
ターかみなか

破砕選別
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

焼却
小浜市クリーン
センター

破砕選別
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

埋立
クリーンセン
ターかみなか

有害ごみ 破砕・保管

エコクル美方
（リサイクルプラ
ザ）、クリーンセ
ンターかみなか

有害ごみ 破砕・保管

選別圧縮
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

直接資源化 業者引取

選別圧縮
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

選別
クリーンセン
ターかみなか

びん類 選別

エコクル美方
（リサイクルプラ
ザ）、クリーンセ
ンターかみなか

びん類 選別

選別圧縮
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

選別
クリーンセン
ターかみなか

エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

クリーンセン
ターかみなか

圧縮
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

圧縮

直接資源化 業者引取 直接資源化 業者引取

選別
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

選別
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

直接資源化 業者引取 直接資源化 業者引取

選別
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

選別
エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

直接資源化 業者引取 直接資源化 業者引取

堆肥化
エコクル美方
（堆肥化施設）

焼却
小浜市クリーン
センター

生ごみ

資
源
ご
み

可燃ごみ
生ごみ

不燃ごみ 不燃ごみ

アルミ缶・スチー
ル缶

金属

アルミ缶・スチー
ル缶

金属

資
源
ご
み

1,130

ペットボトル ペットボトル

白色トレイ（上中
発泡含む）

プラ製容器包装、
白色トレイ（発泡
含む）

段ボール

123137

選別圧縮

リサイクル

1,156

古紙（紙パック含
む）

古布

選別圧縮

選別圧縮

選別圧縮

段ボール

可燃性粗大ごみ

不燃性粗大ごみ

粗大ごみ

破砕選別

可燃（焼却）、
金属等（資源
化）、不燃物
（埋立）

エコクル美方
(リサイクルプラ
ザ)

リサイクル

古紙（紙パック含
む）

古布

412 340

現　　　　状（平成２７年度） 今　　後（平成３５年度）

分別区分 処理方法 処理施設等
処理実績
（トン）

分別区分 処理方法
処理施設等 処理実績

（トン）
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●添付資料８ 現状と将来のトレンドグラフ 
 

 

①本地域 

 

 
 

 

 
 

 

  

67,410

67,512

66,950

66,825

65,866

65,049

64,232

63,415

62,598

61,784

61,354

60,924

60,494

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（人）

（年度）

人口の推移【本地域】

実績値

推計値

8,671

8,538

8,616

7,724

6,768

6,680

6,607

6,552

6,496

6,460

6,387

6,389

6,389

1.92 1.93
1.99

1.81

1.61 1.59 1.57 1.55 1.54 1.53 1.51 1.50 1.50

0.00

0.40

0.80

1.20

1.60

2.00

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35
（年度）

事業系ごみの推移【本地域】

事業系ごみ量（実績値） 事業系ごみ量（推計値）

1事業所あたりごみ量（実績値） 1事業所あたりごみ量（推計値）

（トン/年）
（ （トン/事業所）
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17,280

17,724

17,921

17,970

17,577

17,331

17,042

16,800

16,556

16,362

16,175

16,042

15,924

203
211 217 219 216 214 212 211 210 209 207 206 206

0

50

100

150

200

250

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（年度）

生活系ごみの推移【本地域】

家庭系ごみ量（実績値） 家庭系ごみ量（推計値）

1人あたりごみ量（実績値） 1人あたりごみ量（実績値）推計値）

（トン/年） （ （kg/人）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（年度）

処理量の推移【本地域】

総資源化量（実績値） 総資源化量（推計値） 中間処理減量（実績値）

中間処理減量（推計値） 最終処分量（実績値） 最終処分量（推計値）

（トン/年）
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②小浜市 

 

 
 

 

 
 

 

  

31,298

31,392

31,070

30,915

30,701

30,392

30,083

29,774

29,465

29,155

29,025

28,895

28,765

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（人）

（年度）

人口の推移【小浜市】

実績値

推計値

3,966

3,900

3,976

3,589

3,737

3,697

3,650

3,614

3,577

3,550

3,504

3,541

3,541

1.82 1.83
1.92

1.77
1.90 1.87 1.85 1.83 1.81 1.79 1.76 1.78 1.78

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35
（年度）

事業系ごみの推移【小浜市】

事業系ごみ量（実績値） 事業系ごみ量（推計値）

1事業所あたりごみ量（実績値） 1事業所あたりごみ量（推計値）

（トン/年）
（ （トン/事業所）
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7,852

7,792

7,878

8,079

8,088

7,998

7,888

7,797

7,708

7,640

7,576

7,539

7,505

196 196 203
211 215 214 212 211 209 208 206 205 205

0

50

100

150

200

250

300

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（年度）

生活系ごみの推移【小浜市】

生活系ごみ量（実績値） 生活系ごみ量（推計値）

1人あたりごみ量（実績値） 1人あたりごみ量（実績値）推計値）

（トン/年） （ （kg/人）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（年度）

処理量の推移【小浜市】

総資源化量（実績値） 総資源化量（推計値）

中間処理減量（実績値） 中間処理減量（推計値）

最終処分量（実績値） 最終処分量（推計値）

（トン/年）
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③高浜町 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

11,049

11,048

11,031

11,072

10,722

10,583

10,444

10,305

10,166

10,029

9,925

9,821

9,717

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（人）

（年度）

人口の推移【高浜町】

実績値

推計値

2,374

2,108

2,221

1,598 675

655
650

646
642

641
635

621
621

3.57

3.17
3.35

2.37

0.98 0.94 0.94 0.93 0.92 0.92 0.91 0.89 0.89

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35
（年度）

事業系ごみの推移【高浜町】

事業系ごみ量（実績値） 事業系ごみ量（推計値）

1事業所あたりごみ量（実績値） 1事業所あたりごみ量（推計値）

（トン/年）
（ （トン/事業所）
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3,296

3,557

3,601

3,536

3,511

3,448

3,377

3,315

3,252

3,202

3,143

3,095

3,062
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290 296 287 289 285 282 280 278 278 275 273 273

0
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（年度）

生活系ごみの推移【高浜町】

生活系ごみ量（実績値） 生活系ごみ量（推計値）

1人あたりごみ量（実績値） 1人あたりごみ量（実績値）推計値）

（トン/年） （ （kg/人）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（年度）

処理量の推移【高浜町】

総資源化量（実績値） 総資源化量（推計値）

中間処理減量（実績値） 中間処理減量（推計値）

最終処分量（実績値） 最終処分量（推計値）

（トン/年）
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④おおい町 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

8,757

8,809

8,744

8,795

8,591

8,450

8,309

8,168

8,027

7,886

7,828

7,770

7,712

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（人）

（年度）

人口の推移【おおい町】

実績値

推計値

1,940

2,021

2,023

2,103

1,762

1,746

1,730

1,719

1,708

1,702

1,686

1,679

1,679

3.03
3.24 3.30

3.54

3.01 2.96 2.93 2.91 2.88 2.87 2.84 2.82 2.82

0.00

1.00

2.00

3.00
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35
（年度）

事業系ごみの推移【おおい町】

事業系ごみ量（実績値） 事業系ごみ量（推計値）

1事業所あたりごみ量（実績値） 1事業所あたりごみ量（推計値）

（トン/年）
（ （トン/事業所）
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1,774

1,737

1,758

1,708

1,703

1,674

1,641
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1人あたりごみ量（実績値） 1人あたりごみ量（実績値）推計値）

（トン/年） （ （kg/人）
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総資源化量（実績値） 総資源化量（推計値）

中間処理減量（実績値） 中間処理減量（推計値）

最終処分量（実績値） 最終処分量（推計値）

（トン/年）
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⑤若狭町 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

  

16,306

16,263

16,105

16,043

15,852

15,624

15,396

15,168
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14,714

14,576
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14,300
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実績値

推計値
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事業系ごみ量（実績値） 事業系ごみ量（推計値）

1事業所あたりごみ量（実績値） 1事業所あたりごみ量（推計値）

（トン/年）
（ （トン/事業所）
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4,502
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最終処分量（実績値） 最終処分量（推計値）
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